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Ⅰ．法人の概要                 

（令和２年３月３１日現在） 

法人の名称 公益財団法人吉野川紀の川源流物語 

設立年月日 
平成 14 年 4月 1日 

平成 24 年 4月 1日名称変更し、移行したことにより設立 

定款に定める 

目的 

この法人は、「樹と水と人の共生」を目指し、吉野川・紀の川の源流

部を拠点に、その自然的価値、文化的価値を大切にし、流域をはじめ都

市部の人々にこれを伝え、共に考え、行動するため、体験学習・交流活

動を通じて、広く啓発や環境教育に関する事業を行う。そして、これに

必要となる拠点施設や関連公共施設の維持管理・運営に関する事業を行

い、源流域の自然環境保全活動に努める。これらの活動により、流域を

はじめ都市部の人々と水源地域を結び、もってそれらの人々の公共利益

に寄与することを目的とする。 

定款に定める 

事業内容 

この法人は、前条の目的を達成するために、次の事業を行う。 

（１） 環境学習・体験プログラムの提供にかかわる事業 

① 「吉野川源流－水源地の森」体験学習プログラムの提供 

② 森づくり体験学習プログラムの提供 

③ 体験学習を通じた環境教育の実施及び支援 

④ 水源地域の環境保全にかかわる人材の育成 

（２） 流域交流・啓発にかかわる事業 

① 水源地域の自然及び文化を介した交流行事の実施 

② 水源地域の環境保全の普及啓発のための行事等の開催、印

刷物等の刊行、電子情報媒体の作成 

（３） 源流域の自然や歴史の調査・研究にかかわる事業 

① 水源地域及び流域における参加型観察調査会の実施 

② 「吉野川源流－水源地の森」自然実態調査の実施 

③ 源流部における斜面崩壊地での対策実験及び経過観察の

実施 

（４） 拠点公共施設の管理・運営にかかわる事業 

① 展示を通じて情報発信を行う施設の管理・運営 

② 源流部での体験活動の拠点となる森とこれに附帯する施

設の管理 

（５） 学習教材や、啓発関連物品等の販売 

（６） 他団体からの依頼にもとづいてこの法人が構築する情報や

技術によって対応可能な業務の受託 

（７） その他この法人の目的を達成するために必要な事業 

２ 前項第１号から第４号までの事業は、公益目的事業とし、奈良県内

で行う。 

主たる事務所 〒639-3553 奈良県吉野郡川上村大字迫 1374 番地の 1 
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役 員 等 

 

評議員（五十音順） 

青山 幸嗣 （奈良県水道局長） 

泉谷 隆夫 （川上村議会総務文教委員長） 

浦西 勉  （元龍谷大学教授） 

新井 寿彦 （川上村教育委員会次長） 

霜上 民生 （一般社団法人近畿建設協会理事長） 

白井 光典 （和歌山市企業局長） 

杉本 晃一 （川上村定住促進課長） 

西山 栄作 （和歌山県企画部地域振興局地域政策課長） 

東谷 八宗 （川上村議会議長） 

宮岸 幸正 （大阪工業大学副学長） 

宮田 典和 （橋本市水道環境部長） 

山下 保典 （奈良県地域振興部長） 

 

理事（代表理事・業務執行理事を除き五十音順） 

栗山 忠昭  代表理事・理事長（川上村長） 

阪口 和久  代表理事・副理事長（川上村副村長） 

森脇 深   業務執行理事（川上村水源地課長） 

池田 昌義 （奈良県地域振興部エネルギー・土地水資源調整課長） 

辻谷 達雄 （元 森と水の源流館館長） 

西久保 智美（コミュニティライター） 

橋本 裕行 （奈良県立橿原考古学研究所企画部企画課長） 

宮口 侗廸 （早稲田大学名誉教授） 

横田 岳人 （龍谷大学准教授 教養教育センター副センター長） 

 

監事（五十音順） 

辰巳 八郎 （川上村監査委員） 

中島 誠  （税理士） 

 

主 な 会 議 

 

定例理事会  ６月 ７日（前年度事業報告及び決算の件ほか） 

定時評議員会 ６月２４日（評議員選任の件、理事の選任の件 

前年度事業報告及び計算書類等の承認） 

臨時理事会  ６月２４日（業務執行理事の選定） 

定例理事会  ３月２６日（次年度事業計画及び収支予算書の件ほか） 
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Ⅱ．事業の状況 

公益事業Ⅰ 環境学習・体験プログラムの提供にかかわる事業 

吉野川・紀の川の源流及び水源地域の自然環境や文化を資源とした環境学習及び体験等の

プログラム実施を通じて、環境保全や保護についてともに考え、行動するきっかけを提供する。

そして流域をはじめ都市部の人々と水源地域の交流を促進し、これらの地域の環境に対する意

識の向上ならびに環境保全に寄与する。 

 時期 回数 
参加 
数等 

概要 

水源地の森ツアー（一般公募型） 4・7・11 月 3 回 45 名 「水源地の森」での体験学習 

団体（企業含む）研修等での利用 通年 73 件 1,747 名 水源地の森散策や森づくり体験等 

環境教育支援（学校対応） 通年 79 件 4,077 名 
小学校から大学の見学案内及び 

出張源流教室 

森と水の源流館授業づくりセミナー 7.8.1 月 5 回 44 名 
近畿 ESD ｺﾝｿｰｼｱﾑとの連携事業で

教員のための授業計画づくり 

源流学の森づくり 

（源流人会等の活動） 
4・8・11 月 3 回 47 名 

一旦伐採された二次林での森林整

理作業。他団体との活動交流 

草刈りボランティアの機会づくり 

（川上村「未来への風景づくり」） 
6・9 月 2 回 27 名 

旧白屋地区の草刈り・外来種駆除

を行い、水源地域の環境保全にか

かわる人材育成 

 

公益事業Ⅱ 流域交流・啓発にかかわる事業 

吉野川・紀の川流域をはじめ都市部の人々と相互に交流することによって、源流及び水源地域

の自然環境や文化的価値を見出し、大切に守り育てていくことを目的とした啓発イベントや講座

を実施する。そして自然環境について高い意識をもった人材育成につなげることで、これらの地

域環境保全ならびに向上に寄与する。 

 時期 回数 
参加 
数等 

概要 

夏休み（館内）プログラム 7～8 月 10 種 89 名 
観察ノート、羽子づくり、竹とんぼ

づくり、ほか企画展と連動し実施 

源流のつどい 7・1 月 2 回 32 名 東熊野街道ウォーク、氷瀑ツアー 

川上村環境基本計画推進業務 通年  1 回 11 名 
住民参加の「環境クラブ活動」 

（流域学習会は中止） 

森守募金キャンペーン 

on おはなしカーニバル 
5 月 26 日 1 回 200 名 

多様な団体とともに実行委員会形

式で運営に参加し募金を呼びかけ 

流域等各地へのＰＲキャラバン 通年 6 回 150 名 
橿原市昆虫館虫まつり、紀伊風土

記の丘まつりほかへ出展 

機関誌『ぽたり』発行 7・11・3 月 3 回 - 
財団の動きや各事業報告・調査レ

ポートなど 
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公益事業Ⅳ 拠点公共施設の管理・運営にかかわる事業 

水源地域における環境保全の啓発や環境教育を行う拠点となる施設やフィールドを一体

的に維持管理及び運営を行うことで、地域環境保全ならびに向上に寄与する。 

 時期 回数 
参加 
数等 

概要 

「森と水の源流館」管理 通年 － 
利用者 

11,043名 

日常の維持・管理、運営、定期点

検、清掃、補修 

空調改修工事のため 12/2～3/31

まで休館 

企画展「あの頃の夏休み」 
6/29～ 

9/30 
- 

期間利用者 

4,078 名 

新元号の年に “あの頃”を懐かし

み村民他の参加型の展示を実施 

イベントとの連動や、既存の展示、

ショップとも関連付けて展開 

「吉野川源流－水源地の森」管理 通年 59 回 － 
散策路周辺の見回り・点検、補修 

（入山者 475 名） 

「水源地の森交流施設」管理 通年 18 回 － 

水源地の森に付帯する休憩・管理

施設の見回り・点検、補修 

管理棟の適正な利用を呼び掛け

る注意看板を設置 

 

 

 

 

 

 

公益事業Ⅲ 源流域の自然や歴史の調査・研究にかかわる事業 

吉野川・紀の川流域の源流部における自然的価値及び文化的価値を大切にするため、流域を

はじめ都市部の人々にも参加を求めながら調査・研究を行い、その成果の発信を行うことを通じ

て、これらの地域の環境保全ならびに向上に寄与する。 

 時期 回数 
参加 
数等 

概要 

吉野川紀の川しらべ隊 5・7・8 月 3 回 233 名 

参加体験型でのコケ・水生生物・昆

虫の観察 

9 月の「鳴く虫」観察会は中止 

旧白屋地区の定期観察と発信 4～11 月 13 回 － 

白屋地区の植物や昆虫などの定

期観察。卒業研究の場として学生

が参加し、併せて報告会を開催。 

水源地の森自然環境調査 9・3 月 4 回 16 名 両生類・爬虫類の調査 

専門家による調査・研究 6・9・10・12 月 6 回 19 名 
下層植生・魚類・昆虫など研究者

の調査支援 

地域おこし協力隊受入による 

調査研究・発信 
通年 － － 

昆虫を指標とする地域環境の把

握、発信。教材の開発など 
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収益事業Ⅰ ミュージアムショップ事業 

拠点施設において、訪問の記念となる品とともに、源流及び水源地域の支援・ＰＲ並びに自然

環境の保全・啓発等に寄与する関連商品の販売を行う。 

概要 

オリジナル商品（副読本・絵本・ポストカード・楽曲CDなど）、地域の自然・歴史・文化・伝承を紹

介した商品（書籍・地図など）、村内で生産された商品（ペットボトル入湧水・雑貨品など）、自然

観察用品（野帳・ルーペなど） 。夏休み・企画展などに合わせ、関連する書籍や商品を適宜販

売。企画展「あの頃の夏休み」に連動し、売り場模様替えや商品構成の変更を行った。 

収益事業Ⅱ 受託事業 

他団体からの依頼にもとづいて当財団が構築する情報や技術によって対応可能な業務を受託

し、実施する。 

 委託者 時期 概要 

和歌山市民の森管理業務委託 和歌山市 8～3 月 3ha の二次林管理作業 

和歌山市民の森源流体験学習業務委託 和歌山市 10・11月 水源地の森学習会として実施 

水のつながりプロジェクト実施等に係る業務 川上村 4～12 月 農作業や源流散策など平野部との相

互交流事業実施支援、報告書作成 

吉野川紀の川型流域連携モデルの具現化業務 川上村 6～3 月 上流・中流・下流のめぐみと人をテーマ

につながりを視覚化・PR 展開 

東京海上日動（和歌山支店） 

「GreenGift 地球元気プログラム」 

日本 NPO 

センター 
10～9 月 子どもたちへの環境保護に関する体験

活動の企画・運営 

啓発用間伐材割箸セット製作 
森林環境保全促進 

和歌山市議会議員連盟 
3 月 和歌山市内での啓発活動ためのメッセ

ージ入台紙付の間伐材割箸企画製作 
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公益事業Ⅰ 環境学習・体験プログラムの提供にかかわる事業 

一般公募や団体の要望により企画する「水源地の森ツアー」のほか、源流地域の自然や文化に

ふれる体験型ツアーを含めた研修の受け入れを行った。 

 
【一般公募型 水源地の森ツアー】 

4 月・7 月・11 月開催、45 名が参加。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
【企業や行政など団体による研修等の利用】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

奈良県新規採用職員研修（4/12）     国家公務員・川上村役場初任者研修（7/4） 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
国土交通省 水源地域支援ネットワーク会議（9/26 左：事例発表 右：意見交換会） 
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関西電力労働組合森づくり（11/8・9）除伐作業と地域への貢献活動（集落内清掃活動） 

 

【環境教育支援（学校対応）】 

森林環境学習の受入れや「出張源流教室」を実施。森林環境保全促進和歌山市議会議員連

盟から和歌山市教育委員会への呼びかけでも実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

橿原市立畝傍南小学校 4年生（5/14）      出張源流教室（23件） 

 

【森と水の源流館授業づくりセミナー（近畿 ESD コンソーシアム）】 

現役小学校教員を対象に実際に学校で行う授業の単元計画作成に対し、奈良教育大学が

指導にあたるセミナー。森と水の源流館で 5 回連続で開催。川上村内の公園で昆虫採集の

実習を含めて開催した。 
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【ESD の取組発信】 

川上村や吉野川紀の川流域にかかわる素材を教材化し、ESD に取り組んだそれぞれの教員

から多様な場で取り組み報告が行われた。（12/26・27 近畿 ESD コンソーシアム成果発表会・

実践交流会、1/11 近畿 ESD フォーラム、2/8 全国世界遺産学習サミット、2/15 橋本市立あや

の台小学校 ESD フェスタなど） また 8/2 には龍谷大学での教員免許状更新講習において

「ＳＤＧｓ・ＥＳＤの推進における博物館等の活用例」と題して取り組みを報告。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【源流人会の活動】 

水源地域の環境保全にかかわる人材育成。山村で培われた知恵、技を「源流学」として共有。 

他地域で活動する団体の会員との相互交流を実施した。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

「源流学の森づくり」（4/27・11/23）  「白屋草刈りボランティア」（6/2・9/28） 

 

 

 

 

 

 

 

 

大和川源流域の保全活動を行っている NPO 法人山野草の里づくりの会と活動地域を相互に訪問

する交流会。（桜井市 8/24、7 月の川上村での実施分は台風により中止） 
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公益事業Ⅱ 流域交流・啓発にかかわる事業 

源流地域の魅力を介して、都市部の人々との交流をはかる催しや、各地に出向いての

PR・普及啓発に取り組んだ。 
 

【源流のつどい】 

旧東熊野街道を歩くツアー、御船の滝へのエコツアーを実施した。 

/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

「東熊野街道ウォーク」（7/20）               「御船の滝氷瀑ツアー」（1/2５） 

 

【川上村環境基本計画推進業務】 

村民を対象とした「環境クラブ活動」として川上村の郷土食を題材として、文化や環境に役立

つ知恵や工夫とともに受け継ぐ取り組みを１回開催。なお新型コロナウィルス感染拡大防止対

策にもとづき、予定していた 2 回目は中止。同様に「村民学習会」（紀の川じるしの見本市と粉

河寺を訪ねる）や和歌山市生活排水対策指導員交流も中止となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9/24 環境クラブ活動「かわばたミーティング」～クサギ菜から考える地産地消～ 

 

 

 

 

 

 

 

                              （中止） 
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【水源地の森守募金】 

川上村などと共催する「おはなし

カーニバル」での募金イベントの

ほか、通年にわたって募金を呼

びかけ、教材ポスターの印刷や

「水源地の森」での啓発看板制作

に活用した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
おはなしカーニバル（5/26）  

 

                        

      啓発看板の製作・設置→ 

 

 

【流域等各地での情報発信・ＰＲ、啓発活動】 

流域市町村で開催される行事への出展のほか、協力団体が参加、開催する行事での出展。 

 

 

 

 

 

 

 

 根来山元気の森里山まつり（4/29）       かしはらなびプラザ（6/29） 

 

 

 

 

 

 

 

風土記の丘まつり（11/3）      近畿 ESDコンソーシアム実践交流会（12/26） 
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【夏休み（館内）プログラム】 

例年の「宿題応援」プログラムや外部講師による体験プログラムは、すべて企画展「あの頃の

夏休み」に関連付けた内容として実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「羽子づくり」（７/14）        「竹かっぽづくり」（7/28） 

 

【機関誌『ぽたり』No.45・46・47 号発刊】 

活動報告や調査結果などを記載し、夏・

冬・春の定期発刊。源流人会会員、村内

観光施設、村内図書館、国会図書館ほ

かへ配布している。各号では企画展「あ

の頃の夏休み」や「源流の日」「ESD」など

を特集。 
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公益事業Ⅲ 源流域の自然や歴史の調査・研究にかかわる事業 

調査事業では、源流地域の環境の実態把握と周知をねらいとして、流域をはじめ都市部

の人々に協力を呼び掛けた参加型の調査も実施した。 
 

【吉野川紀の川しらべ隊】 

川上村内のほか、吉野町など流域市町村をフィールドに観察会を実施。 

（9/21 の「鳴く虫」の観察会は台風の影響により中止） 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

「吉野山のコケをしらべよう」（5/6 吉野町）       「夏の虫をしらべよう」（7/13 川上村） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

「水生生物をしらべよう」（8/3 川上村） 

 

【専門家や研究者による調査・視察】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

「水源地の森」下層植生調査（6/8・9 9/22・23）  龍谷大学学生の卒業研究での蛾類調査 

      結果報告とともに標本寄贈を受ける 
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【地域おこし協力隊による調査研究・発信事業】 

地域おこし協力隊として１名を受け入れ、調査研究や交流事業に従事。３年間のうちの２年目。 

吉野川紀の川流域で活動する自然環境保全・体験活動団体と連携した流域フィールド調査。

水生生物観察会等の指導、ESD の視点をいかした学校配布用教材の作成などに取り組んだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「吉野川・紀の川流域つながり絵巻」教材ポスターの製作 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

白屋地区をフィールドに奈良教育大学の卒業研究を指導。この結果とともに財団としての経

年調査報告の場づくりを企画。当初の予定が新型コロナウィルス感染拡大防止対策により中

止となり、2/29 オンライン報告会のかたちで開催した。 
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公益事業Ⅳ 拠点公共施設の管理・運営にかかわる事業 

【「森と水の源流館」の管理】  

指定管理協定にもとづき施設の維持管理、案内や企画展・歳時展示・速報展示を実施。 

企画展「あの頃の夏休み」を開催。常設展示・ミュージアムショップなど館全体を用いた展示と

した。また村制 130 周年に合わせて、森と水の源流館開館からの 18 年の歩みを振り返る展示

と、事業の中で採集した希少な冬虫夏草の速報展示も行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

企画展ポスター・チラシ        展示は川上小学校も授業で活用 

 

企画展と関連したイベントも開催 

上「ノスタルジックまち歩き」（7/21）  

下「むかし遊び選手権」（8/25）     

 

ミュージアムショップでも連動展開↓ 
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「森と水の源流館 18 年間のあゆみ」（11/16）      速報展示「ヤンマタケ」（9/8～11/30） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              館周辺の駐車に関する注意喚起看板増設 

    

 

【「吉野川源流－水源地の森」・「水源地の森交流施設」の管理】 

「水源地の森」及び休憩小屋・管理棟の定期的な見回り・点検・清掃・修繕を実施。 

大雨で流出した木橋の復旧などを実施。管理棟周辺でバーベキューなどの行為が見られるように

なったことから禁止看板を設置。 
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「水源地の森」入口の「山の神」の祠に立ててい

る鳥居の手入れや畏敬の念を持って自然へ接

することを呼びかける看板を設置した。 

 

 

 

 

 

 



17 
 

収益事業（受託事業） 

【和歌山市民の森源流体験学習業務】（和歌山市） 

平成 16 年度から継続する和歌山市民の森づくり事業。現在は、「水源地の森」での学習会を

実施している。（10/26、11/17 実施） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【水のつながりプロジェクト実施等に関する業務】（川上村） 

大和平野土地改良区の農作業の体験を通じて、源流部と平野部の小学校の交流事業。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

田植え体験（6/14）（橿原市内）                稲刈り体験（10/17）（橿原市内） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

源流体験（左：子ども向け源流体験（9/12）             お米贈呈式（11/29） 
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【吉野川紀の川型流域連携モデルの具現化業務】（川上村） 

吉野川流域の産業従事者や教育関係機関を中心とするキーパーソンとともに取組む「紀の川

じるし」の活動を進めた。３月に恒例となった紀の川市での「紀の川じるしの見本市」は、新型

コロナウィルス感染拡大防止対策のため中止となった。しかし川上村地域振興課が主体とな

って川上村での見本市が３回実施され、これを支援した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
「紀の川じるし見本市」紀の川市では中止  川上村での「紀の川じるし見本市」（7/15） 

 

 

【啓発用間伐材割箸セット作成】（森林環境保全促進和歌山市議会議員連盟） 

同議員連盟の活動として配布する啓発ツールを製作。 
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パブリシティ（新聞ほか掲載記事） 
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